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個人情報の取り扱いについて 

 

１ 概 要 

本学は、高度情報通信社会における個人情報保護の重要性を認識し、個人情報保護に関する法令を遵守

するとともに、適法かつ適正に個人情報を取り扱います。 

 

２ 個人情報の定義 

個人情報とは、「個人情報の保護に関する法律」第２条の「個人情報」をいいます。 

 

３ 個人情報の利用 

本学では、本入学試験要項に記載の手続に関しご提供いただいた個人情報は、本学における入学試験の

実施、合否判定、入学手続、入学準備学習および入試動向分析に利用いたします。 

なお、出身の高等学校、専門学校または日本語学校の教員等からの求めに応じてその進学指導の利用に

供するため、志願者、合格者および入学者の個人情報を提供する場合があります。このことについて、差

し支え等がある場合は以下の「5 問い合わせ先」までご連絡願います。 

 

４ 入学試験成績の開示 

入学試験成績に係る個人情報については、大学における業務に支障がありますので、原則として開示請

求には応じられません。 

 

５ 問い合わせ先 

個人情報の取り扱いに係るお問い合わせについては、以下の入試事務室までお願いいたします。 

学 部 問い合わせ先 

外国語学部／経済学部／不動産学部 

／ホスピタリティ・ツーリズム学部 

／保健医療学部 

明海大学 浦安キャンパス 入試事務室 

〒279-8550 千葉県浦安市明海 1丁目 

TEL 047-355-5116 

FAX 047-355-5159 
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【出願書類】―本学所定様式― 

Ⅰ 出願申請書 

Ⅱ 推薦書（各協定団体用） 

Ⅲ 宣誓書（株式会社 LIXIL イーアールエージャパン用） 

Ⅳ 出願用封筒 

 

 
入学試験に関する問い合わせ先 
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     ＴＥＬ 047-355-5116（直） 
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社会性・創造性・合理性を身につけ、 

広く国際未来社会で活躍し得る有為な人材の育成をめざす 

 

 

 

 

 

本学では、「建学の精神」に基づき、「アドミッション・ポリシー（本学の求める学生像）」

を定めています。 

 

■明海大学アドミッション・ポリシー 

明海大学は、建学の精神「社会性・創造性・合理性を身につけ、広く国際未来社会で活躍し得る有為な人材の育成」

をめざして、豊かな人間力を基盤とした高度専門職業人養成を含む幅広い職業人養成を教育の目的としている。そ

のため、入学予定者には、学業、技術・技能、文化、芸術、スポーツなどの分野で活躍した体験を活かし、入学後、

本学での学修を通して、これからの国際社会で通用する実力を身につけ、将来、各分野で活躍したいという強い意

志を持つ学生を求めている。さらに、生涯学習社会の到来に対し、時代の変化に合わせて積極的に社会を支え、改

善していく資質を有する人材の育成を目途として、生涯学習型学修に意欲的に取り組み、自己の更なる確立をめざ

す者を求めている。 

 

明海大学 建学の精神 

アドミッション・ポリシー（本学の求める学生像） 
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≪外国語学部中国語学科≫
　中国語学科では、世界有数の経済大国である中国の重要性を認識し、国際未来社会で活躍するひとつの方法として、中国
語を核とする言語運用能力、関連する歴史・文化・社会などの教養を身に付け、実践的コミュニケーション能力を涵養して
いくことに強い意欲のある次のような人材を求めている。

1．入学前に身に付けておくことが望ましい資質・能力
①　知識・技能
 　高等学校卒業程度の国語の基礎学力。
 　学修が一定の水準に達するまで努力を重ねることができる資質・能力。
②　思考力・判断力・表現力
 　高等学校卒業程度の基礎学力に基づき、自分の考えと判断を適切に表現することができる資質・能力。
③　主体性・協働性
 　異文化コミュニケーションの現場に主体的、積極的に関わり、円滑に異文化コミュニケーションを行うことができる

資質・能力。

2．意欲・関心
　次に掲げる項目のいずれかに該当していること。
●　中国語を身に付け、関連する歴史・文化・経済・社会など幅広い教養を修得し、国際未来社会で活躍しようとする強

い意欲のある人
●　中国語力の向上と、関連する歴史・文化・経済・社会など幅広い教養の拡充に向けて不断に努力し、国際未来社会で

活躍しようとする強い意欲のある人

3．評価方法・評価する能力

図表やグラフを読む力、文章読解力、思考力を評価し、また、全て記述式で解答するこ
とから、文章表現力も評価する。

質疑応答を通じて、努力して学修する資質、異文化を理解する能力、論理的思考に基
づいてコミュニケーションを行う能力等を評価する。

分析力テスト

面接

論理的な思考力、情報を的確に伝達する能力、コミュニケーション能力を評価する。プレゼンテーション

中国語学修への意欲、中国社会への関心、主体性・協働して学ぶ態度、論理的思考力
等を評価する。小論文

これまでの自己を振り返り、相対化する思考力と判断力を評価する。
中国語学科の教育内容の理解度、学科への熱意や意欲等を評価する。
また、適切な文体や表現が使用されているかなど、文章表現力を評価する。

出願申請書

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度について評価する。調査書

高等学校卒業相当の文法・語彙力・会話表現の知識、英文読解能力、リスニング能力
を評価する。英語

高等学校卒業相当の語彙力（慣用表現・四字熟語などの知識）・文章読解力・文章表
現力を評価する。国語

高等学校卒業相当の計算能力・思考力を確認することで、論理的思考力を評価する。数学

本学の授業を受講するために必要な日本語の語彙力、文法の知識、読解力を評価す
る。日本語

日本語の短文を音読し、その内容について質疑応答を行うことで、日本語の発音の正
確さ、語彙力、理解力等を評価する。日本語運用力診断

学習指導要領において育成することを目指す資質・能力を評価する。大学入学共通テスト
各科目

知識・
技能評価する能力評価方法

（試験科目等）
思考力・
判断力・
表現力

主体性・
協働性

✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓



－4－

≪不動産学部不動産学科≫
　不動産学科では、土地と建物及びそれを取り巻く地域や環境などで構成される不動産が、国民の生活や企業の活動の基盤
として大切であることを認識し、不動産学を学修することを通じて、その適切な在り方を実現することを目指す人であり、
さらに、不動産学の学修成果を生かして国際未来社会で活躍するひとつの方法として、高度専門職業家として社会貢献する
ことに興味を持ち、その権能を保証される国家資格を取得することを目指す次のような人材を求めている。

1．入学前に身に付けておくことが望ましい資質・能力
①　知識・技能
 　高等学校卒業相当と認められる英語、国語、数学の基礎学力。
 　英語では、標準的な文章理解力、表現力、コミュニケーション能力を身に付けておくことが望ましい。
 　国語では、日頃から論理的な文章に接することによる読解力・分析力を中心に、自分の意見を整理した上での文章表

現力を身に付けておくことが望ましい。
 　数学では、特に工学、経済学を学修することに支障がない程度の基礎学力を身に付けておくことが望ましい。
②　思考力・判断力・表現力
 　不動産学は、法学、経済学、経営学、工学等から成り立つ学問分野である。このことに鑑み、特定の分野にとらわれず、

総合的な視点からの思考・判断ができ、自ら収集した資料やデータを分析することで得た自分の考えを、文章及び口頭
で発表する能力が身に付いていることが望ましい。

③　主体性・協働性
 　世の中の多様な価値観や役割を尊重し、問題解決に向け、共に行動するためのコミュニケーション能力が備わってい

ることが望ましい。さらに、不動産学分野の社会実践活動に主体的に取り組む意欲や行動も期待される。

2．意欲・関心
　次に掲げる項目のいずれかに該当していること。
●　学際的な学問である不動産学の多様性に興味を持ち、その可能性の大きさを自覚して不動産学の学修に取り組み、土

地、建物、都市に関連するさまざまな分野で活動することに強い意欲を持つ人
●　不動産にかかわる開発・流通・金融・経営・管理などのビジネスに興味と理解があり、不動産学の学修を通じて、こ

れらの不動産ビジネスを改善し、社会貢献することに強い意欲を持つ人
●　グローバル社会で求められる相互理解と交流に関心を持ち、日本の不動産学を学修することを通じて、世界各国の不

動産学、不動産業、不動産制度、不動産専門職業家の発展や改善に貢献することに強い意欲を持つ人
●　不動産学の発展的な学修に向けて、数理解析のための数学、国際貢献のための英語などの学力を基礎に、継続的に努

力する強い意欲を持つ人（自然科学関連科目を履修していることが望ましい）
●　自らの意思に基づいた継続的な活動を通じて成果をあげた経験をもとに、不動産学の学修に対して不断の努力をす

る強い意志を持つ人
●　社会での活動を背景として不動産学の重要性を認識するとともに、不動産学の専門知識を生かして活動する具体的な社

会人のイメージを有し、そこに至る自己実現のプロセスとして不動産学の実践的な学修を強く希求する人

3．評価方法・評価する能力

図表やグラフを読む力、文章読解力、思考力を評価し、また、全て記述式で解答するこ
とから、文章表現力も評価する。

質疑応答を通じて、他人の考えを理解する能力、論理的思考に基づく対話を行う能力
等を評価する。さらに、不動産分野の職業の理解度や国家資格取得に向けての意欲も
評価する。

分析力テスト

面接

論理的な思考力、情報を的確に伝達する能力、コミュニケーション能力を評価する。プレゼンテーション

不動産学学修への意欲、主体性・協働して学ぶ態度、論理的思考力等を評価する。小論文

これまでの自己を振り返り、相対化する思考力と判断力を評価する。
不動産学科の教育内容の理解度、学科への熱意や意欲等を評価する。
また、適切な文体や表現が使用されているかなど、文章表現力を評価する。

出願申請書

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度について評価する。調査書

高等学校卒業相当の文法・語彙力・会話表現の知識、英文読解能力、リスニング能力
を評価する。英語

高等学校卒業相当の語彙力（慣用表現・四字熟語などの知識）・文章読解力・文章表
現力を評価する。国語

高等学校卒業相当の計算能力・思考力を確認することで、論理的思考力を評価する。数学

本学の授業を受講するために必要な日本語の語彙力、文法の知識、読解力を評価す
る。日本語

日本語の短文を音読し、その内容について質疑応答を行うことで、日本語の発音の正
確さ、語彙力、理解力等を評価する。日本語運用力診断

学習指導要領において育成することを目指す資質・能力を評価する。大学入学共通テスト
各科目

知識・
技能評価する能力評価方法

（試験科目等）
思考力・
判断力・
表現力

主体性・
協働性

✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

≪評価する能力と入試区分の対応≫

分析力テスト

思考力・判断力テスト

英語力確認テスト

面接

英語力診断テスト

プレゼンテーション

出願申請書

調査書

英語

小論文

国語

数学

生物

総合教養

日本語

日本語運用力診断

英語運用力診断

講義理解力判定テスト

大学入学共通テスト各科目

◎：全学科共通で実施するもの
○：学科や日程により実施の有無が異なるもの

知
識
・
技
能

評価する能力 対応する入試区分

総合型選抜 学校推薦型選抜 一般選抜

評価方法
（試験科目等）

思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力

主
体
性
・
協
働
性

Ａ
Ｏ

な
り
た
い
じ
ぶ
ん

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

企
業
推
薦

社
会
人

指
定
校
・
全
商
・

全
工

沖
縄
特
別

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

一
般
選
抜

共
通
テ
ス
ト
利
用

外
国
人
留
学
生
入
試

✓ ○

○

○

◎ ◎ ◎

◎

◎

◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ○

○

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

○ ◎

○

○

◎

○

✓
✓ ✓
✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓
✓

✓
✓✓

✓
✓

✓✓
✓

✓✓
✓✓
✓✓
✓✓

✓ ✓

✓ ✓

✓
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≪不動産学部不動産学科≫
　不動産学科では、土地と建物及びそれを取り巻く地域や環境などで構成される不動産が、国民の生活や企業の活動の基盤
として大切であることを認識し、不動産学を学修することを通じて、その適切な在り方を実現することを目指す人であり、
さらに、不動産学の学修成果を生かして国際未来社会で活躍するひとつの方法として、高度専門職業家として社会貢献する
ことに興味を持ち、その権能を保証される国家資格を取得することを目指す次のような人材を求めている。

1．入学前に身に付けておくことが望ましい資質・能力
①　知識・技能
 　高等学校卒業相当と認められる英語、国語、数学の基礎学力。
 　英語では、標準的な文章理解力、表現力、コミュニケーション能力を身に付けておくことが望ましい。
 　国語では、日頃から論理的な文章に接することによる読解力・分析力を中心に、自分の意見を整理した上での文章表

現力を身に付けておくことが望ましい。
 　数学では、特に工学、経済学を学修することに支障がない程度の基礎学力を身に付けておくことが望ましい。
②　思考力・判断力・表現力
 　不動産学は、法学、経済学、経営学、工学等から成り立つ学問分野である。このことに鑑み、特定の分野にとらわれず、

総合的な視点からの思考・判断ができ、自ら収集した資料やデータを分析することで得た自分の考えを、文章及び口頭
で発表する能力が身に付いていることが望ましい。

③　主体性・協働性
 　世の中の多様な価値観や役割を尊重し、問題解決に向け、共に行動するためのコミュニケーション能力が備わってい

ることが望ましい。さらに、不動産学分野の社会実践活動に主体的に取り組む意欲や行動も期待される。

2．意欲・関心
　次に掲げる項目のいずれかに該当していること。
●　学際的な学問である不動産学の多様性に興味を持ち、その可能性の大きさを自覚して不動産学の学修に取り組み、土

地、建物、都市に関連するさまざまな分野で活動することに強い意欲を持つ人
●　不動産にかかわる開発・流通・金融・経営・管理などのビジネスに興味と理解があり、不動産学の学修を通じて、こ

れらの不動産ビジネスを改善し、社会貢献することに強い意欲を持つ人
●　グローバル社会で求められる相互理解と交流に関心を持ち、日本の不動産学を学修することを通じて、世界各国の不

動産学、不動産業、不動産制度、不動産専門職業家の発展や改善に貢献することに強い意欲を持つ人
●　不動産学の発展的な学修に向けて、数理解析のための数学、国際貢献のための英語などの学力を基礎に、継続的に努

力する強い意欲を持つ人（自然科学関連科目を履修していることが望ましい）
●　自らの意思に基づいた継続的な活動を通じて成果をあげた経験をもとに、不動産学の学修に対して不断の努力をす

る強い意志を持つ人
●　社会での活動を背景として不動産学の重要性を認識するとともに、不動産学の専門知識を生かして活動する具体的な社

会人のイメージを有し、そこに至る自己実現のプロセスとして不動産学の実践的な学修を強く希求する人

3．評価方法・評価する能力

図表やグラフを読む力、文章読解力、思考力を評価し、また、全て記述式で解答するこ
とから、文章表現力も評価する。

質疑応答を通じて、他人の考えを理解する能力、論理的思考に基づく対話を行う能力
等を評価する。さらに、不動産分野の職業の理解度や国家資格取得に向けての意欲も
評価する。

分析力テスト

面接

論理的な思考力、情報を的確に伝達する能力、コミュニケーション能力を評価する。プレゼンテーション

不動産学学修への意欲、主体性・協働して学ぶ態度、論理的思考力等を評価する。小論文

これまでの自己を振り返り、相対化する思考力と判断力を評価する。
不動産学科の教育内容の理解度、学科への熱意や意欲等を評価する。
また、適切な文体や表現が使用されているかなど、文章表現力を評価する。

出願申請書

主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度について評価する。調査書

高等学校卒業相当の文法・語彙力・会話表現の知識、英文読解能力、リスニング能力
を評価する。英語

高等学校卒業相当の語彙力（慣用表現・四字熟語などの知識）・文章読解力・文章表
現力を評価する。国語

高等学校卒業相当の計算能力・思考力を確認することで、論理的思考力を評価する。数学

本学の授業を受講するために必要な日本語の語彙力、文法の知識、読解力を評価す
る。日本語

日本語の短文を音読し、その内容について質疑応答を行うことで、日本語の発音の正
確さ、語彙力、理解力等を評価する。日本語運用力診断

学習指導要領において育成することを目指す資質・能力を評価する。大学入学共通テスト
各科目

知識・
技能評価する能力評価方法

（試験科目等）
思考力・
判断力・
表現力

主体性・
協働性

✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓
✓ ✓ ✓

✓ ✓ ✓

≪評価する能力と入試区分の対応≫

分析力テスト

思考力・判断力テスト

英語力確認テスト

面接

英語力診断テスト

プレゼンテーション

出願申請書

調査書

英語

小論文

国語

数学

生物

総合教養

日本語

日本語運用力診断

英語運用力診断

講義理解力判定テスト

大学入学共通テスト各科目

◎：全学科共通で実施するもの
○：学科や日程により実施の有無が異なるもの

知
識
・
技
能

評価する能力 対応する入試区分

総合型選抜 学校推薦型選抜 一般選抜

評価方法
（試験科目等）

思
考
力
・
判
断
力
・

表
現
力

主
体
性
・
協
働
性

Ａ
Ｏ

な
り
た
い
じ
ぶ
ん

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化

企
業
推
薦

社
会
人

指
定
校
・
全
商
・

全
工

沖
縄
特
別

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

一
般
選
抜

共
通
テ
ス
ト
利
用

外
国
人
留
学
生
入
試

✓ ○

○

○

◎ ◎ ◎

◎

◎

◎

◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ○

○

◎

○

○

○

○

○

○

○

○

◎

○ ◎

○

○

◎

○

✓
✓ ✓
✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓

✓ ✓
✓

✓
✓✓

✓
✓

✓✓
✓

✓✓
✓✓
✓✓
✓✓

✓ ✓

✓ ✓

✓
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１  趣旨・出願資格 

 

１ 趣 旨 

本入学試験は、本学がめざす「社会に開かれた大学」の趣旨により、社会の要請に応じて総合的かつ学際的な

教育の機会を与える制度です。 

 

２ 出願資格および出願条件 

  出願資格(１)または(2)のいずれかに該当し、かつ、出願条件を満たす者 

  【出願資格】 

(１) 高等学校、中等教育学校または専修学校の高等課程を卒業（修了）した者および 2026 年３月卒業（修

了）見込みの者 

(2) 学校教育法施行規則第 150 条の規定により、高等学校を卒業した者と同等以上の学力があると認められ

る者および 2026 年３月３１日までにこれに該当する見込みの者 

【出願条件】 

本学での勉学を強く希望し、第一志望として入学を志し、合格後の入学を確約できる者で次の(ア)または(イ)

を満たす者 

   (ア) 外国語学部中国語学科に出願する者は、本学と包括連携協定を結ぶ在日中国企業協会から推薦を受けら

れる者（中国語家庭環境にある場合は、出願前にオープンキャンパスまたは電話等で中国語学科にご相談

ください。） 

推薦条件：在日中国企業協会もしくは会員企業に勤務している者、または本学にて企業内通訳レベルの

中国語スキルを修得し、本学卒業後に在日中国企業協会の会員企業等への就職を希望する者 

   (イ) 不動産学部不動産学科に出願する者は、本学と委託協定を結ぶ不動産関連の以下 6 団体のうち１団体か

ら推薦を受けられる者 
 

・ 公益社団法人全国宅地建物取引業協会連合会〔全宅連〕 

推薦条件：全宅連傘下の都道府県宅地建物取引業協会に所属する企業に勤務している者、または本学卒

業後に会員企業等への就職を希望する者 

・ 日本土地家屋調査士会連合会〔日調連〕 

推薦条件：土地家屋調査士を志望し、本学卒業後に土地家屋調査士業務に従事することを希望する者 

・ 公益社団法人全日本不動産協会〔全日〕 

推薦条件：全日に所属する企業に勤務している者、または本学卒業後に会員企業等への就職を希望する者 

・ 公益財団法人日本賃貸住宅管理協会〔日管協〕 

推薦条件：日管協に所属する企業に勤務している者、または本学卒業後に会員企業等への就職を希望する者 

・ 一般社団法人全国住宅産業協会〔全住協〕 

推薦条件：全住協に所属する企業に勤務している者、または本学卒業後に会員企業等への就職を希望する者 

・ 株式会社 LIXIL イーアールエージャパン〔LIXIL〕 

推薦条件：LIXIL ERA ネットワーク（ERA 加盟店）に所属する企業に勤務している者またはその家族

で、高等学校の全体の学習成績の状況が 3.5 以上の者。ただし、高等学校在学中の者は、最

終学年第 1 学期または前期までの全体の学習成績の状況が 3.5 以上の者 
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２  入学試験日程・募集人員等 

１ 入学試験日程等 

日程 願書受付期間 試験日・試験会場 合格発表日時 入学手続期限 

A 日程 

11 月 1 日(土) 
    ～  

11 月 12 日(水) 

本学協定団体 

郵送必着 

11 月 23 日(日) 

本学浦安キャンパス 

12 月 1 日(月) 

13：00 
12 月 19 日(金) 

B 日程 

2 月 23 日(月) 
    ～  

3 月 3 日(火) 

本学協定団体 

郵送必着 

3 月 14 日(土) 

本学浦安キャンパス 

3 月 17 日(火) 

13：00 
３月 24 日(火) 

 

２ 募集人員および試験科目・時間割（A・B 日程共通） 

学 部 学 科 募集人員 集合時間 試験科目・時間割 

外国語 中国語 3 人 

9：10 

9：30～10：15 小論文（100 点） 

10：15～10：45 休憩 

10：45～ 面接（段階評価） 
不動産 不動産 ２０人 

※ 募集人員はＡ、Ｂ日程の合計人数です。 

 

３ 選考方法 

  小論文、面接、提出書類等を多面的・総合的に評価し、合否を判定します。また、調査書（成績証明書等）は、

学科への適性、主体的に学ぶ姿勢という観点から、面接および合否判定の参考とします。 

 

３  出願手続 

 

１ 出願書類 

(1) 出願確認票 

インターネット出願登録後、出願確認票をプリンターで印刷し、出願確認票の下部にある写真票の所定の欄

に写真を貼付してください。 

(2) 調査書等 

6 ページの出願資格に応じて、指定された書類を提出してください。なお、提出書類は、各日程の出願受付

開始日から起算して３か月以内に発行されたものに限ります。 

出願資格 提出書類 

高等学校、中等教育学

校または専修学校高等

課程の卒業（見込）者 

調査書 

・文部科学省の定めた様式（またはこれに準ずる様式）により出身学校長が作成・厳封し

たものを提出してください。 

・卒業した学校における記録保存年限経過のために調査書が発行されない場合は、卒業証

明書および成績証明書を提出してください。 

高等学校卒業程度認定

試験合格（見込）者ま

たは大学入学資格検定

合格者 

合格証明書および合格成績証明書（合格見込みの者は合格見込成績証明書） 

・合格見込成績証明書を提出する場合は、高等学校が発行した調査書または成績証明書を

併せて提出してください。 

外国において学校教育

における１２年の課程

の修了（見込）者 

卒業証書（原本）または英語で作成された卒業（見込）証明書および成績証明書（原本） 

・日本語または英語以外で作成されている場合は、日本語または英語訳（在籍する高等学

校長または大使館等の内容証明印が押印されたもの）を提出してください。 

上記以外の者 大学入学資格を証明する証明書類 
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(3) 出願申請書［本学所定様式］ 

巻末様式またはホームページからダウンロードして使用してください。出願申請書は、必ず志願者本人が黒

のボールペンで記入してください。 

(4) 推薦書［本学所定様式］ 

巻末様式またはホームページからダウンロードし、推薦を受ける団体のものを使用してください。推薦者

（会社、個人等）が記入したものを推薦を受ける協定団体に提出してください。 

(5) 宣誓書（株式会社 LIXIL イーアールエージャパン推薦による志願者のみ） 

巻末様式またはホームページからダウンロードして使用してください。明海大学不動産学部に入学後、宅地

建物取引士取得をはじめ、真面目に勉学に励むことが記載された誓約書に、必要事項を記入の上、押印してく

ださい。 

(6) 論文（株式会社 LIXIL イーアールエージャパン推薦による志願者のみ） 

以下のテーマに沿った論文を提出してください。 

「不動産業の魅力」「不動産学部で学びたいこと」「不動産業とわたし」 

※上記いずれか 1 つのテーマを選択し、市販の 400 字詰め原稿用紙 10 枚以内で作成してください。 

（1 ページの文字数は 20 字×20 行） 

(7) その他 

外国籍の者は、在留資格等が記載された住民票を提出してください。（個人番号（マイナンバー）は必ず省

略してください。） 

 

２ 出願方法等 

本入学試験は、インターネット出願となります。インターネットによる出願の後、書類を印刷し、郵送する必

要があります。インターネット出願方法については、9～13 ページを参照してください。 

志願者は出願書類を全て揃え、本学所定の出願用封筒を使用し、願書受付期間内に特定記録・速達にて推薦を

受ける協定団体宛てに郵送してください。（提出先は明海大学ではありません。） 

【提出先】 

学科 協定団体名 郵送先 電話番号 

中国語 在日中国企業協会 

〒110-0016 

東京都台東区台東 1-24-9 

ブライト秋葉原ビル 5 階 

在日中国企業協会事務局 

03-5826-8658 

不動産 

公益社団法人全国宅地建物取引

業協会連合会〔全宅連〕 

〒101-0032 

東京都千代田区岩本町 2-６-3 

全宅連会館 3 階 

公益社団法人全国宅地建物取引業協会連合会 

03-5821-8112（直） 

日本土地家屋調査士会連合会

〔日調連〕 

〒101-0061 

東京都千代田区神田三崎町 1-２-10 

土地家屋調査士会館 

日本土地家屋調査士会連合会事務局   

03-3292-0050（代） 

公益社団法人全日本不動産協会

〔全日〕 

〒102-0094 

東京都千代田区紀尾井町 3-30 

全日会館 3 階 

公益社団法人全日本不動産協会 

03-3263-7030（代） 

公益財団法人日本賃貸住宅管理

協会〔日管協〕 

〒10０-0005 

東京都千代田区丸の内 1-7-12 

サピアタワー18 階 

公益財団法人日本賃貸住宅管理協会 

03-6265-1555（代） 

一般社団法人全国住宅産業協会

〔全住協〕 

〒102-0083 

東京都千代田区麹町 5-3 

麹町中田ビル 8 階 

一般社団法人全国住宅産業協会 

03-3511-0611（代） 

株式会社 LIXIL イーアールエー

ジャパン〔LIXIL〕 

〒110-0015 

東京都台東区東上野 6-9-3 

住友不動産上野ビル 8 号館 2 階 

株式会社 LIXIL イーアールエージャパン 

マーケティング広報部門 

03-4335-4015（代） 
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３ 入学検定料 

(1) 入学検定料 30,000 円 

(2) 納入方法 ※願書受付期間前の納入はできません。 

納入に係る手数料等は志願者の負担となります。入学検定料を現金・為替等により持参、郵送しても受理し

ません。また、納入された入学検定料は理由のいかんにかかわらず返還しません。納入方法については 11

ページを参照してください。 

 

４ 注意事項 

(1) 出願資格確認のため、指定されたもの以外の書類の提出を求めることがあります。 

(2) 出願書類に記入漏れや記入誤りなどの不備があった場合、発行から３か月以上が経過した書類が提出された

場合等については、出願書類は受理しません。 

(3) 自己都合による受験の取りやめは認めません。 

(4) 提出された書類について、後日、虚偽の事実が発覚した場合は受験・入学を取り消します。 

 

4  インターネット出願方法 

 

■インターネット出願前の準備 

1 本入学試験は、インターネット出願となります。 

2 必要となる出願書類は 7、8 ページを確認してください。 

3 以下のものを事前に準備してください。 

①インターネットにアクセスできるパソコン 

②そのパソコンから印刷が可能なプリンター 

③メールアドレス（登録に必須です。受験者が常時受信可能なアドレスをご用意ください。） 

※ スマートフォンやタブレット端末からも出願できますが、利用する機種により画面が正常に表示されない

場合があるため、パソコンからの出願を推奨します。 

※ プリンターが接続されていない機器（スマートフォン等）で出願した場合の印刷方法に関する問い合わせ

には、本学は応じません。 

4 入学検定料の支払い方法を「クレジットカード決済」「コンビニエンスストア（ペイジーを含む。）」から選

択できます。 

5 インターネット出願の際は、明海大学公式ホームページに掲載する「インターネット出願ガイド」を必ず事前

に確認してください。（2025 年 8 月に掲載予定です。） 

 

■インターネット出願登録期間 

出願する日程の出願開始日 9 時から出願最終日 13 時まで 
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１ 受験について 

本学の入学試験に合格し、入学手続を済ませた者が、その後の本学の別の入学試験を受験することは

できません。 

 

2 受験会場の下見について 

自宅等から受験会場までの経路、所要時間等の確認は必要に応じて各自で行ってください。ただし、試

験前日の受験会場内の見学はできません。 

 

3 試験日当日の注意事項 ※試験日までに必ずお読みください。 

(1) 試験日は、集合時間までに指定された試験室に集合してください。試験室は、当日の案内掲示で確

認してください。 

(2) 試験開始から３０分以上遅刻した場合は、受験できません。 

(3) 公共交通機関の運休・遅延等、やむを得ない事情による遅刻については受験を認める場合がありま

す。運休・遅延等により遅刻する場合は、速やかに受験票に記載された電話番号に連絡してください。

また、自然災害・事故等の不測の事態により、入学試験日程の変更等の緊急措置をとる場合がありま

す。入学試験を始め大学の情報は、本学公式ホームページ（https://www.meikai.ac.jp）でお知らせ

していますので、必ず確認してください。 

(4) 試験会場では、本学で指示した以外の試験室および学内施設に立ち入ることを禁止します。また、

原則として、保護者等付添者も試験会場へ立ち入ることはできません。なお、本学駐車場および駐輪

場は使用できません。 

(5) 試験日当日は、必ず受験票を持参してください。受験票を持参できなかった場合は、係員に速やか

に申し出てください。 

なお、上履きを持参する必要はありません。 

(6) 本学の試験室は時計が設置されていません。時計が必要な者は持参してください。ただし、大型の

時計、アラーム付時計、電算機に類する機能を備えた時計、携帯電話、スマートフォン等の電子機器

類および音の出る機器を時計代わりに使用することは認めません。 

(7) 試験当日、試験室の換気のため窓の開放等を行うことがありますので、各自、上着等を持参してく

ださい。 

(8) 試験（面接）が終了するまでは、特別な事情がない限り、試験室（面接室）から退出できません。 

(9) 面接は、受験番号順に実施されるとは限りません。面接順の疑義には、一切応じません。 

(10) その他、試験会場内では監督者および係員の指示に従ってください。監督者および係員の指示に従 

わない場合は不正行為とみなし、試験会場から退出させることがあります。 

(11) 試験終了後は速やかに試験会場から退出してください。同行者等との待ち合わせ等は、学外で行っ

てください。 

(12) 試験日当日に、試験会場や最寄り駅の周辺で物品の販売、チラシ・パンフレットの配布等を行う者

がいても、本学とは一切関係がありません。事故等が生じた場合、本学では一切の責任を負いません

ので、注意してください。 

(13) 学校保健安全法で出席停止が定められている感染症（インフルエンザ、はしか、新型コロナウイル

ス等）にかかり、治癒等による出席停止の期間が経過していない場合、他の受験生等への感染のおそ

れがありますので、試験を受けることはできません。ただし、病状により学校医その他の医師におい

て感染のおそれがないと認めたときは、この限りではありません。  

 

 

5  受験上の注意 
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6  合格発表について 

 

１ 合否結果は本学公式ホームページで確認してください。合格発表日の 13 時から 20 時までの間に確認

することができます。 

ホームページ URL https://www.meikai.ac.jp  

 受験生の方へ   →   インターネット合格発表  

2 本学から合格通知書の郵送はありません。入学手続用サイトのマイページにログインし、ご自身で合格

通知書類等をダウンロード・印刷する必要があります。詳細は入学手続用サイトでお知らせします。 

３ 志願者の合否結果を推薦を受けた協定団体に通知します。（個人情報の取り扱いについては表紙裏の

「個人情報の取り扱いについて」を参照してください。） 

なお、後日、入学手続時に各協定団体が指定する誓約書（所定様式）を提出していただきます。 

4 合否についての電話での問い合わせには、一切応じません。 

 

 

7  入学手続・学費等納付金について 

１ 入学手続上の注意 

(1) 合格者は、所定の期限までに学費等納付金を納付し、所定の書類を提出して、入学手続を完了してく

ださい。所定の期限までに入学手続が完了しない場合は、入学の意思がないものとみなします。 

(2) 学費等納付金は、入学手続期限までに全額を納入してください。納入額は下表で確認してください。

振り込みの際に必要な振込依頼書は、入学手続用サイトからダウンロード・印刷し、手続期間内に振り

込んでください。 

(3) 入学手続の方法および必要書類は、入学手続用サイトに掲載する入学手続案内書で確認してください。

また、入学に際しては保証人が必要となります。詳細については、入学手続案内書で確認してください。 

(4) 入学手続を完了した者は、入学手続用サイトから入学許可書をダウンロードすることができます。 

(5) 一度提出された入学手続書類は、原則として返却しません。 

(6) 入学手続完了後に査証未取得のため 3 月 31 日までに入国できない場合は、入学辞退者として取り 

扱い、入学金を含めた学費等納付金を全額返還します。 

 

２ 学費等納付金（2026 年度入学生）                           （単位：円） 

納入時期 

費 目 

初年度納付金 ２年次 ３年次 ４年次 ４年間 

総 額 入学手続時 10 月 ４月 10 月 ４月 10 月 ４月 10 月 

学 

費 

入学金 230,000 － － － － － － － 230,000 

授業料 349,000 349,000 349,000 349,000 349,000 349,000 349,000 349,000 2,792,000 

施設維持費 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000 120,000 960,000 

計① 699,000 469,000 469,000 469,000 469,000 469,000 469,000 469,000 3,982,000 

諸
会
費
等 

教育後援会費 20,000 － 20,000 － 20,000 － 20,000 － 80,000 

学友会費 5,000 － 5,000 － 5,000 － 5,000 － 20,000 

同窓会入会金 10,000 － － － － － － 30,000 40,000 

学生教育研究 
災害傷害保険料 2,300 － － － － － － － 2,300 

計② 37,300 － 25,000 － 25,000 － 25,000 30,000 142,300 

合計（①＋②） 736,300 469,000 494,000 469,000 494,000 469,000 494,000 499,000 

4,124,300 
年 額 計 1,205,300 963,000 963,000 993,000 
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(1) 同窓会入会金は、入学手続時に本学同窓会の準会員資格を得るために 10,000 円を納入、入学後 4 年

目の 10 月に終身会員になるための 30,000 円を納入していただきます。 

(2) 本学は、学生教育研究災害傷害保険の賛助会員となっており、学生は入学時に自動加入となります。詳

細については、合格後に通知する資料をご確認ください。 

 

8  入学準備学習について 

 

入学準備学習は、大学での学修がスムーズに行えるように、入学手続完了後から本学に入学するまでの期

間に実施されます。課題は、大学における学修に必要な基礎的な力を身につけるとともに、各学科のカリ

キュラムにより親しみが持てるように、本学の教員が作成しています。 

 

１ 対象者について 

  入学準備学習は、Ａ日程で合格した者が対象となります。 

 

２ 入学準備学習の課題について 

  課題は入学手続期限後に入学手続用サイトに掲載されます。案内文書をよく読み、各自で課題に取り組

んでください。また、決められた期日までに取り組んだ課題は、Web による教育支援システムを使用し

て指導を行います。課題の取り組みが有意義なものとなるよう、提示される要項で提出方法、期限などを

確認してください。 

 

３ 大学訪問日について 

  学科によって、1～5 回程度の大学訪問日が設けられています。学科ごとに 2 時間から半日程度、本学

教員が学習指導や入学予定者同士のディスカッション、先輩との懇親会などを実施します。 

大学訪問日に在籍する高等学校等の授業や行事が実施される場合は、授業・行事を優先してください。

その際は、事前に各学科の担当教員に連絡し、指示を仰いでください。 

  なお、理由なく入学準備学習を怠った場合や担当教員の指導に従わなかった場合、合格を取り消すこと

があります。 

 

４ 費用について 

  課題は大学から無料で提供されます。ただし、学科により市販のテキストや書籍を課題として使用する

場合があり、テキストや書籍の購入代（1,000～5,000 円程度）を自己負担していただく場合がありま

す。 

  また、大学訪問日に本学浦安キャンパスへ来学する際の、往復の交通費は自己負担となります。特に、

大学訪問日の来学に際して宿泊が伴う場合は、保護者と相談の上、大学訪問日の参加について判断してく

ださい。 

 

 

9  入学許可後の注意事項 

 

１ 入学を許可された者が、2026 年 3 月 31 日までに出願資格に係る高等学校等を卒業できない場合等、

入学資格を満たすことができない場合は、入学許可を取り消します。 

２ 入学許可後、2026 年 3 月 31 日までに、入学を許可された者が事件・事故の当事者となる等、本学

学生としてふさわしくないと判断される場合、本学に提出した書類に虚偽の事実が発覚した場合は、入学

許可を取り消します。 
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10  奨学金制度のご案内 

 

本学では、本学で学ぶ意思のあるすべての学生に対し、様々な面から経済的に支援する制度を設けてい

ます。 

１ 入学時に所定の資格を有する者に対する奨学金 

本学が指定する語学および簿記等の資格を入学前の 3 月末までに取得した者を対象に、入学年度の

授業料を減免する奨学制度です。本奨学制度への申請は出願時から入学後の 4 月まで可能ですので、

入学手続を完了した方にも受給のチャンスが広がります。 

 

(1) 給付条件 

  各学部学科の指定する以下のいずれかの資格試験を取得した者 

対象学部・学科 入学年度の授業料を全額免除 入学年度の授業料を半額免除 

外国語学部中国語学科 
・中国語検定 3 級以上 

・漢語水平考試（HSK）5 級以上 

・中国語検定 4 級 

・漢語水平考試（HSK）4 級 

不動産学部不動産学科 

・実用英語技能検定準 1級以上※ 

・TOEIC○R  L&R 720 点以上 

・TOEFL（iBT）○R 78点以上 

・GTEC 1,260点以上 

・IELTS 5.5以上 

・日商簿記検定試験1 級 

・宅地建物取引士資格試験（旧宅地建

物取引主任者試験） 

・測量士 

・実用英語技能検定2 級※ 

・TOEIC○R  L&R 550 点以上 

・TOEFL（iBT）○R 57点以上 

・GTEC 1,050点以上 

・IELTS 4.0以上 

・日商簿記検定試験2 級 

・測量士補 

※実用英語技能検定は従来型、英検 S-CBT、英検 S-Interview いずれも可 

(2) 申請方法と給付決定通知 

① 出願時に給付条件となる資格を取得済みの場合 

 出願書類送付の際に、当該資格の証明書類（原本）を同封してください。外国籍の方は、在

留資格等が記載された住民票を併せて提出してください。合格した場合、入学手続用サイトの

マイページに給付決定通知書をアップロードします。 

② 入学手続を完了した後に該当の資格を取得した場合 

入学手続用サイトに入学手続後の申請方法等について掲載します。 

③ 各資格の証明書類は以下のとおりとします。証明書類は後日、返却します。 

・中国語検定試験 合否通知または有効期限内の合格証明書 

・漢語水平考試（HSK） 成績表または成績証明書 

・実用英語技能検定 ２次試験に合格したことが分かる合否通知または合格証明書 

・TOEIC○R  Official Score Certificate（公式認定証） 

・TOEFL○R  有効期限内の Official Score Report（公式スコア票） 

・GTEC OFFICIAL SCORE CERTIFICATE 

・IELTS 成績証明書（Test Report Form） 

・日商簿記検定試験 合格証書または合格証明書 

・宅地建物取引士資格試験（宅地建物取引主任者試験） 合格証書 

・測量士、測量士補 測量士・測量士補登録証明書 

 (3) その他 

① 本奨学制度は、在留資格が「留学」の者は対象外となります。 

② 本奨学制度は他の授業料減免の奨学制度との併給は行いません。 

 

２ 本学入学後の奨学支援 

本学では、入学後も皆さんの努力と成果を支援するため、入学後の学生を対象とした奨学制度を設け

ています。 

(1) 入学後の学業成績優秀者に対する奨学金 

２年次以降の在学生（在留資格が「留学」の者を除く。）は、前年度の学業成績により以下の授

業料の減免を行います。 
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給付条件等は、以下のとおりです。 

当該年次の授業料を全額免除 当該年次の授業料を半額免除 

前年度の学業成績が一定の条件を満たし、

かつ、当該学科・年次の上位２％以内の者 

前年度の学業成績が一定の条件を満たし、

かつ、当該学科・年次の上位５％以内の者 

※ その他、給付条件があります。詳細については、入学後にご確認ください。 

 

(2) 明海大学資格取得奨励奨学金 

在学中に本学オープンカレッジにおいて開講する講座のうち、本学が指定する資格試験対策講座

を受講し、所定の資格を取得した学生に対し、受講した指定講座の受講料相当額を給付する制度で

す。 

【奨学金給付対象となる資格】 

・日本語検定 2 級 ・実用英語技能検定 1 級・準 1 級・2 級 

・中国語検定 3 級・4 級 ・経済学検定試験（ERA、ERA ミクロ・マクロ）Ｂ 

・日商簿記検定 2 級 ・宅地建物取引士 

・TOEIC○R  L&R 800+・700+・600+・500+ ・総合旅行業務取扱管理者 

・秘書技能検定 2 級 

※ 本学入学前に取得した資格試験は対象となりません。また、給付に際しては諸条件があります。 

※ 対象となる資格試験は変更になる場合があります。 

 

(3) 明海大学学資借入支援奨学金 

学費負担者が、本学学生の学生納付金を納付するために金融機関等から借入れを行った場合に、 

授業料、施設維持費相当額の支払利息額をその額を限度として奨学金を給付する制度です。詳細に

ついては、浦安キャンパス学生支援課（学生支援担当 / 電話 047-350-4994）に問い合わせ

てください。 

※ 手続期間は入学後の 11 月となり、以後毎年 11 月に募集します。 

 

３ 学外の奨学制度 

日本学生支援機構奨学金や地方公共団体等による各種奨学金制度があります。学業成績および人物とも

に優秀であるにもかかわらず、経済的理由により学業を継続することが困難で、各奨学金制度の基準にあ

てはまる者に対して、奨学金が貸与または給付されます。 

募集期間は原則として毎年 4 月に、奨学金希望者および予約採用候補者を対象に説明会を開催します。

また、家計急変採用・緊急採用・応急採用等の制度もあります。 

 

 (1) 日本学生支援機構奨学金の概要 

① 貸与型奨学金 

種別 貸与額(月額)  

第一種 

(無利子) 

自宅通学者 自宅外通学者 

20,000 円、30,000 円、40,000 円 

または 54,000 円から選択 

20,000 円、30,000 円、40,000 円、 

50,000 円または 64,000 円から選択 

第二種 

(有利子) 
20,000 円～120,000 円（10,000 円単位）から選択 

※ 第一種奨学金申込時における生計維持者の年収が一定額以上の方は、最高月額を選択できません。 

※ 第一種奨学金と第二種奨学金を併用することもできます。（家計基準による） 

※ 貸与期間は日本学生支援機構が認めた始期から修業年限の終期までとなります。 
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② 給付奨学金・授業料等減免 

 

※ 給付奨学金対象者は、授業料等減免の手続を行うことで、授業料等減免を同時に受けることができ

ます。 

※ （ ）の金額は、生活保護世帯で自宅から通学する者および児童養護施設等から通学する者になり

ます。 

※ 多子世帯において資産額が 5,000 万円以上の場合、給付奨学金の支給はありません。 

※ 授業料等減免のみの支援となる者については、授業料等減免の適格認定（家計）に係る情報提供の

ため、給付奨学生として採用します。 

 

③ その他 

各奨学金の学力基準、家計基準等の詳細は、独立行政法人日本学生支援機構のホームページ

（https://www.jasso.go.jp/）を、申込み方法等の採用に関する詳細は、在籍する高等学校へご確認

ください。 

※ 詳細については、浦安キャンパス学生支援課（学生支援担当 / 電話 047-350-4994）にお問

い合わせください。 

 

(2) 地方公共団体や民間奨学団体の奨学制度 

地方公共団体・民間奨学団体ごとに募集時期、応募要件等が異なりますので、各自でご確認くだ

さい。 
 

11  奨学融資制度のご案内 

 

明海大学・みずほ銀行提携奨学融資制度 

本制度は、明海大学とみずほ銀行が特別に提携し、低金利で一般の教育ローンと比べてかなり有利な条

件を設定した融資制度です。 

明海大学で学ぶ意思がありながら、経済的理由により修学を断念することがないように、在学中の経済

的な不安を解消し、勉学に専念できるように配慮した本学独自の経済支援制度です。 

※ 入学金を除く、学費（授業料、施設維持費）の合計金額を上限とする融資です。 

※ 詳しくは本学公式ホームページの浦安キャンパス奨学融資制度をご覧ください。 

 
1 子・2 子世帯 

（資産要件：授業料等減免・給付奨学金とも 5,000 万円未満） 

所得区分 

（年収目安） 

支給区分 

（呼称） 

給付奨学金 支給額 
授業料等減免 支援額 

自宅通学者 自宅外通学者 

①～270 万円 第Ⅰ区分 
38,300 円 

（42,500 円） 
75,800 円 

授業料減免上限額の 70 万円まで 

入学金減免上限額の 23 万円まで（新入生） 

②～300 万円 第Ⅱ区分 
25,600 円 

（28,400 円） 
50,600 円 第Ⅰ区分の減免額の 2/3 

③～380 万円 第Ⅲ区分 
12,800 円 

（14,200 円） 
25,300 円 第Ⅰ区分の減免額の 1/3 

 
多子世帯 

（資産要件：授業料等減免 3 億円未満、給付奨学金 5,000 万円未満） 

所得区分 

（年収目安） 

支給区分 

（呼称） 

給付奨学金 支給額 
授業料等減免 支援額 

自宅通学者 自宅外通学者 

①～270 万円 
第Ⅰ区分 

(多子世帯) 

38,300 円 

（42,500 円） 
75,800 円 

授業料減免上限額の 70 万円まで 

入学金減免上限額の 23 万円まで（新入生） 

②～300 万円 
第Ⅱ区分 

(多子世帯) 

25,600 円 

（28,400 円） 
50,600 円 

③～380 万円 
第Ⅲ区分 

(多子世帯) 

12,800 円 

（14,200 円） 
25,300 円 

④～600 万円 
第Ⅳ区分 

(多子世帯) 

9,600 円 

（10,700 円） 
19,000 円 

⑤600 万円～ 多子世帯 0 円 0 円 













































交通案内図 

 

【浦安キャンパス】 

 

・所在地 千葉県浦安市明海１丁目 

・経 路 

 ①JR京葉線・武蔵野線「新浦安駅」下車 

  徒歩約 8分 

 ②東京メトロ東西線「浦安駅」下車 

  京成バス千葉ウエスト③⑪⑱系統「浦安駅入口」より 

  約 15分乗車「明海大学前」下車 

 

 

 

 

 


